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初
の
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
！

初
の
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
！

　
西
原
町
議
会
（
新
川
喜
男
議
長
）
は
、
５
月
１
６
日
（
水
）
午
後
６
時
３
０
分
か
ら
、
さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル
で
、
西
原

町
議
会
初
と
な
る
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
現
議
員
に
よ
る
議
会
の
活
動
や
議
会
活
性
化
・
議

会
広
報
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
参
加
者
ら
と
の
意
見
交
換
の
場
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　
西
原
町
議
会
（
新
川
喜
男
議
長
）
は
、
５
月
１
６
日
（
水
）
午
後
６
時
３
０
分
か
ら
、
さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル
で
、
西
原

町
議
会
初
と
な
る
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
現
議
員
に
よ
る
議
会
の
活
動
や
議
会
活
性
化
・
議

会
広
報
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
参
加
者
ら
と
の
意
見
交
換
の
場
が
も
た
れ
ま
し
た
。

西 原 町 議 会 事 務 局

議会だよりに対するご意見
ご要望はこちらへ

、

TEL:098-945-5122

3月議会の傍聴者

延べ人数

印刷／丸正印刷株式会社

人29
つ
ぶ
や
き

　
こ
い
の
ぼ
り
が
五
月
の
空
に

泳
い
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員

会
も
任
期
（
九
月
）
間
近
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
議
会
活
動
に
対
し
て
、
町
民

は
厳
し
い
評
価
を
さ
れ
る
反

面
、
議
会
の
内
部
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、
議
会
だ
よ

り
を
通
し
て
議
会
、
議
員
の
取

り
組
み
状
況
（
情
報
等
）
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
各
委
員

一
丸
と
な
っ
て
ト
コ
ト
ン
話
し

合
い
、
又
、
議
論
を
し
、
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
分
か
り
や
す
い

紙
面
作
り
に
取
り
組
む
べ
く
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
真

新
し
い
記
事
等
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
風
通
し
の
い
い
委
員
会
で
、
一

期
目
の
ピ
カ
ピ
カ
の
委
員
の
皆

さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
さ
ん
で
し

た
、
も
う
一
息
と
、
つ
ぶ
や
き
な

が
ら
・
・
・
・
・
・
。

（ 

儀
間
　
信
子 

）

あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
　表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を募集して
います。上手い下手は関係ありません。小学生から大人まで、い
きいきとした題字と笑顔あふれる写真をお待ちしています。

議会事務局（担当：新川）

※詳細は議会ホームページをご覧ください。

【ひとこと
私は本を読むのが好き

です。
今、読んでいるのは、その
人にピッタリの不思議なこと
がおこる「ふしぎ駄菓子屋
　銭天堂」。

将来は小学校の先生に
なりたいです。

西
原
小
学
校
３
年さ

ん

あ
ら  

か
わ
　  

さ
　  

や

新 

川 

紗 

矢

】

議会だより
第76号

Mail : gikai_jimu@town.nishihara.okinawa.jp
 Tel.   945-5122  Fax.   945-5045

表紙の題字と写真を

お寄せください
表紙の題字と写真を

お寄せください

　平成30年２月８日、全国町村議長会（会長　櫻井正人）主催の第69回定期総会で、町村議会議員として27年以上在職し功労のあった
者として、儀間信子議員が表彰され、３月定例会閉会後の３月26日、議場で表彰伝達式が行われました。
　同様に、町村議会議員として11年以上の在職者に対する表彰も行われ、伊波時男議員、呉屋悟議員が、受賞しました。
　また、第17回県町村議会広報コンクールにおいて、本議会広報調査特別委員会が審査委員特別賞を受賞しました。

表　彰　関　係

県町村議長会から表彰 全国町村議長会から表彰

第17回県町村議会広報コンクール審査委員特別賞

大変ご迷惑を
おかけしました

（誤）西原町議会事務局　電話　９４５－５１２７　　  ⇒

（正） 西原町議会事務局　電話　９４５－５１２２
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西
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【おわびと訂正】各行政区に掲示依頼して
いた『議会報告会』の周知ポスターについ
て、問い合わせ先の議会事務局の電話番号
に誤りがありました。関係者の皆様に大変
ご迷惑をおかけしましたことをお詫びいた
します。

理由）町村議会議員として議会の運営及び地域の振興発展に貢献理由）町村議会議員とし地方自治振興に寄与

理由）特集記事など読ませる工夫がされていること

新川喜男議長（左）と真栄城哲議会広報調査特別委員長（右）

儀間信子 議員

伊波時男 議員

呉屋　悟 議員



◇
財
政
運
営
の
失
敗
の
原
因

　と
責
任
は
？
　

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
も

「
総
合
計
画
」
も
、
ど
っ
ち
も

必
要
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
新
た
に
策

定
さ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
指
針
（
期
間

４
年
）
は
、
総
合
計
画
（
５
〜
10
年
）

に
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
。

町
長
の
認
識
を
聞
く
。
　

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。
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宮里 芳男  議員
みやざと よしお

◇
県
道
浦
添
西
原
線

平
成
29
年
11
月
10
日
の
中
部
土

木
事
務
所
と
の
説
明
会
で
は
大

胆
な
変
更
を
提
案
さ
れ
、
そ
の
後
、
30

年
２
月
28
日
に
か
な
り
遅
れ
て
説
明
会

が
実
施
さ
れ
た
。
（
ア
）
用
地
交
渉
が

難
航
し
説
明
会
が
遅
れ
た
と
の
理
由

だ
っ
た
。
町
と
し
て
の
対
応
は
。
（
イ
）

最
初
の
案
に
戻
っ
た
説
明
だ
っ
た
。
町

の
考
え
方
は
。
（
ウ
）
ボ
ッ
ク
ス
型
は

請
願
書
を
全
く
加
味
し
て
な
い
。
町
と

し
て
土
木
事
務
所
に
要
望
す
べ
き
で
な

い
か
。
（
エ
）
現
在
の
工
事
、
用
地
取

得
の
進
捗
状
況
は
。ア

．
提
示
説
明
後
、

県
や
町
と
一
緒
に
地
権
者
に
説
明
会
を

行
っ
た
が
断
わ
ら
れ
た
。
（
イ
）
１
年

か
け
て
別
ル
ー
ト
案
を
考
え
た
が
別

ル
ー
ト
案
が
出
来
な
く
な
っ
た
為
、
当

初
案
に
戻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
（
ウ
）

当
初
６
ｍ
か
ら
13
ｍ
に
変
更
に
な
っ

た
。
国
の
会
計
検
査
を
受
け
る
県
が
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
エ
）
坂
田
交

差
点
か
ら
サ
ン
エ
ー
西
原
シ
テ
ィ
横
ま

で
工
事
は
０
％
、
用
地
補
償
は
35
％
。

◇
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

　観
光
拠
点
施
設

平
成
30
年
度
一
括
交
付
金
特
別

枠
が
認
め
ら
れ
ず
今
後
も
特
別

枠
を
要
求
し
て
い
く
方
向
だ
が
、
（
１
）

最
悪
を
見
込
ん
で
基
本
枠
で
建
設
し
た

場
合
何
年
か
か
る
か
。
（
２
）
規
模
を

縮
小
し
て
進
め
る
考
え
は
。
（
３
）
事

業
を
中
止
す
る
考
え
は
。
（
４
）
指
定

管
理
者
は
決
ま
っ
た
の
か
。

（
１
）
31
年
度
建
築

工
事
、
33
年
度
外
構
工
事
と
備
品
工

事
、
33
年
12
月
供
用
開
始
予
定
。

（
２
）
各
施
設
の
機
能
性
や
採
算
性
の

面
か
ら
規
模
縮
小
は
考
え
て
い
な
い
。

（
３
）
33
年
度
ま
で
に
基
本
枠
で
整
備

可
能
で
地
域
活
性
化
に
寄
与
す
る
事
業

で
あ
り
中
止
は
考
え
て
い
な
い
。
（
４
）

現
在
１
者
か
ら
参
加
表
明
。
１
，
２
次

審
査
を
行
い
選
定
し
、
６
月
議
会
の
議

決
を
経
て
決
定
し
た
い
。

◇
町
財
政
援
助
団
体
補
助
金

の
減
額町

は
財
政
難
を
理
由
に
31
団
体

に
対
し
、
10
％
、
３
７
７
万
６

千
７
百
円
を
カ
ッ
ト
し
た
。
将
来
的
に

元
に
戻
す
考
え
は
な
い
か
。

将
来
的
に
戻
す
考
え

は
現
在
の
段
階
で
は
、
至
っ
て
い
な

い
。

問問

建
設
部
長

建
設
部
長

総
務
部
長

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。
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◇
町
政
運
営

西
原
町
の
財
政
規
模
に
見
合
っ

た
町
政
運
営
を
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
見
解
を
伺
う
。

西
原
町
の
歳
入
の
規
模

に
合
わ
せ
た
歳
出
の
予
算
を
組
ま
な
け

れ
ば
今
後
も
基
金
を
取
り
崩
す
事
に
な

り
、
さ
ら
に
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
今
後
の
予
算
編
成
は
国
保
の

赤
字
解
消
目
標
で
あ
る
平
成
35
年
度
ま

で
は
、
平
成
30
年
度
予
算
案
で
あ
る
１

１
１
億
円
程
度
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
を
実
行
す
る
中
で
も
扶
助
費
の
増

大
、
教
育
委
員
会
所
管
施
設
の
課
題
、

西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
相

当
な
覚
悟
を
も
っ
て
財
政
運
営
に
当
た

る
所
存
で
あ
る
。

◇
就
学
援
助

特
に
沖
縄
県
の
子
育
て
世
代
の

貧
困
率
は
約
29
％
と
な
っ
て
い

る
。
親
の
貧
困
が
子
供
の
貧
困
に
繋
が

る
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
も
行

政
や
社
会
は
手
を
差
し
伸
べ
る
べ
き
と

私
は
考
え
る
。
町
長
の
選
挙
公
約
で
あ

り
、
就
学
援
助
削
減
の
再
考
を
伺
う
。

社
会
構
造
と
し
て
、
子
供

の
貧
困
の
連
鎖
を
ど
う
断
ち
切
る
か
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
本
当
に
就
学
援

助
が
必
要
な
世
帯
に
対
し
て
は
き
っ
ち

り
支
援
を
し
て
い
く
。
こ
れ
は
私
の
公

約
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
っ

て
も
、
何
と
し
て
で
も
継
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。
早

い
時
期
の
議
会
６
月
議
会
に
は
、
平
成

29
年
度
の
予
算
並
み
の
措
置
を
す
る
よ

う
に
、
し
っ
か
り
や
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
　

◇
保
育
士
の
待
遇
改
善

待
遇
改
善
の
補
助
金
で
ど
れ
く

ら
い
の
改
善
を
し
た
か
伺
う
。

平
成
25
年
度
・
26

年
度
に
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例

事
業
と
し
て
、
人
件
費
の
２
．
85
％
相

当
分
の
支
出
を
行
い
、
平
成
27
年
度
以

降
は
各
施
設
に
支
給
さ
れ
る
委
託
費
の

中
に
処
遇
改
善
等
加
算
分
と
し
て
、
人

件
費
の
３
％
か
ら
４
％
相
当
分
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
４
年
間
合
計
で
６
．

３
％
相
当
が
改
正
さ
れ
て
い
る
。

問

「
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
や

「
実
行
計
画
」
（
基
本
条
例
）
は
長
期

的
視
点
に
立
ち
つ
つ
、
重
点
的
な
政
策

と
位
置
付
け
て
お
り
、
総
合
計
画
的
な

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

「
総
合
計
画
」
的
な
視
点
を
欠

い
た
町
政
運
営
が
役
場
組
織
と

し
て
の
政
策
形
成
能
力
と
執
行
能
力
、

業
務
に
対
す
る
職
員
の
緊
張
感
を
低
下

さ
せ
、
様
々
な
政
策
の
失
敗
と
町
財
政

へ
の
損
失
（
直
近
２
事
業
６
千
万
円
）

を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
。
個
別
の
失

敗
事
業
の
頻
発
は
、
構
造
的
問
題
だ
。

町
長
就
任
か
ら
10
年
、
新
年
度
は
大
幅

な
歳
出
削
減
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
も
大

き
な
影
響
が
。
財
政
運
営
の
失
敗
を
認

め
、
大
胆
な
改
革
策
を
町
民
に
示
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
方
を
聞

く
。

「
総
合
計
画
」
と
職
員
の

政
策
形
成
能
力
と
は
必
ず
し
も
結
び
つ

く
も
の
で
は
な
い
。
一
括
交
付
金
事
業

の
難
し
さ
も
あ
る
。
財
政
の
厳
し
い
状

況
の
原
因
は
国
保
の
累
積
赤
字
や
庁
舎

建
設
、
一
括
交
付
金
の
対
応
な
ど
が
主

で
あ
り
、
私
の
責
任
と
は
認
識
し
て
い

な
い
。
　

◇
こ
ど
も
の
貧
困
と

　文
教
の
ま
ち

新
年
度
予
算
は
非
常
事
態
手
前

と
は
い
え
、
町
長
の
公
約
や
重

点
事
業
に
関
し
て
は
、
削
減
し
て
は
な

ら
な
い
守
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
就
学

援
助
対
象
者
は
今
年
度
実
績
の
半
分
近

く
が
排
除
さ
れ
る
。
沖
縄
の
貧
困
は
、

戦
前
か
ら
戦
後
、
今
日
ま
で
ず
っ
と
引

き
ず
り
、
子
供
の
貧
困
率
も
30
％
で
、

大
き
な
社
会
問
題
だ
。
議
員
報
酬
や
職

員
給
与
の
３
％
カ
ッ
ト
で
就
学
援
助
の

現
状
維
持
が
可
能
だ
。
貧
困
に
直
面
す

る
子
供
た
ち
を
救
え
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
〝
文
教
の
ま
ち
〞
の
看
板
は
下
ろ

し
た
方
が
よ
い
。
見
解
を
。

３
％
カ
ッ
ト
も
検
討
し
た

が
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ

り
、
次
年
度
以
降
の
国
保
財
源
死
守
の

た
め
、
就
学
援
助
ま
で
触
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
い
う
事
情
は
ぜ
ひ
汲
ん
で

ほ
し
い
。
　

問

与那嶺 義雄  議員
よなみね　　よしお

町
長

問問

町
長

町
長

町
長

上里 善清  議員
うえざと よしきよ

問

問

総
務
部
長

こ
ど
も
課
長

問
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◇
東
崎
２
号
井
の
掘
削
調
査

　
を
質
す

２
号
井
も
温
泉
水
が
出
る
と
予

想
さ
れ
る
が
、
本
町
と
し
て
産

官
学
と
連
携
し
温
泉
水
、
ヨ
ウ
素
、
天

然
ガ
ス
等
の
有
効
活
用
を
考
え
て
は
ど

う
か
伺
う
。

ゆ
い
ま
ー
る
鉱
山
西
原

試
掘
２
号
井
試
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
の
入
所
選
定
に
お

い
て
、
在
園
児
は
継
続
し
て
入

園
で
き
た
の
か
。５

歳
児
で
は
、
園
の
定

員
数
が
少
な
い
事
か
ら
入
園
で
き
て
い

な
い
児
童
が
い
る
。

待
機
児
童
の
年
度
当
初
人
数

が
、
平
成
29
年
度
33
名
か
ら
、

30
年
度
は
１
５
８
人
に
増
加
し
て
い
る

要
因
は
。

各
保
育
園
で
の
保
育
士

不
足
に
よ
る
。

待
機
児
童
解
消
は
、
認
可
園
の

増
設
と
と
も
に
保
育
士
の
人
材

確
保
が
重
要
で
あ
る
。
公
立
保
育
所
と

認
可
保
育
園
に
お
い
て
定
員
に
対
し
必

要
と
な
る
保
育
士
数
の
状
況
は
。

公
立
保
育
所
は
定
員
に

対
し
て
必
要
と
し
て
い
る
保
育
士
数
か

ら
３
名
不
足
、
認
可
保
育
園
合
計
で
17

名
の
不
足
と
な
っ
て
い
る
。

保
育
士
定
着
の
策
は
。

西
原
町
保
育
連
と
合
同

で
発
足
し
た
会
議
で
、
保
育
士
確
保
等

の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

◇
就
学
援
助
制
度
維
持
に
つ

　
い
て就

学
援
助
制
度
に
つ
い
て
は
、

貧
困
の
連
鎖
を
さ
せ
な
い
た
め

に
も
し
っ
か
り
取
り
組
む
べ
き
と
思
っ

て
い
る
。

　
財
源
は
、
財
調
や
予
備
費
を
充
当
し

て
は
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
継
続
し
て

い
く
事
業
で
あ
る
の
で
、
人
件
費
等
経

常
経
費
を
や
り
く
り
し
て
財
源
を
確
保

し
、
就
学
援
助
制
度
を
前
年
度
並
み
に

維
持
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
う

が
。

財
源
を
ど
う
確
保
す
る
か
、

こ
れ
は
大
き
な
課
題
と
し
て
抱
え
る
わ

け
だ
が
、
何
と
か
６
月
補
正
ま
で
に
財

源
を
確
保
、
補
正
を
し
た
い
。

◇
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
継
続
の
見
通
し

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
を

支
援
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
受
託
し
て
い
る
事
業
者
は
今
年
３

月
20
日
に
閉
鎖
予
定
で
あ
る
。
こ
の
事

業
の
継
続
の
見
通
し
は
。
　

本
事
業
は
障
害
の
あ

る
方
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
必
要
性
は

十
分
に
理
解
し
て
い
る
。
現
在
、
新
た

な
委
託
先
の
募
集
に
向
け
準
備
を
し
て

い
る
。

問

問問問

福
祉
部
長

建
設
部
長一

般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
各
自
治
会
事
務
所
建
設

　
の
件
　

町
長
は
施
政
方
針
で
、
「
地
域

活
性
化
事
業
の
推
進
と
し
て
、

各
自
治
会
の
自
主
的
な
地
域
自
治
活
動

を
促
進
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
し

か
し
、
多
く
の
自
治
会
で
自
治
会
事
務

所
が
老
朽
化
し
、
そ
の
建
設
の
た
め
に

行
政
の
支
援
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
提
起

し
て
い
る
。
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

自
治
会
事
務
所
建
設
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
長
会
と
総
務
課
で

昨
年
の
７
月
か
ら
毎
月
２
回
程
度
の
勉

強
会
や
研
修
会
を
行
っ
て
き
た
。
報
告

書
が
２
月
に
自
治
会
長
会
か
ら
提
出
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
方
向
書
の
内
容
を

精
査
し
、
次
の
段
階
と
し
て
各
自
治
会

と
個
別
に
調
整
を
行
い
な
が
ら
町
と
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
、

さ
ら
に
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◇
町
内
の
県
営
団
地
の
実
情

町
内
の
県
営
団
地
に
住
ん
で
い

る
西
原
町
民
は
何
世
帯
か
。
ま

た
、
人
口
は
何
人
か
。
一
般
の
ア
パ
ー

ト
と
比
較
し
て
県
営
住
宅
の
家
賃
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
　
　
　

町
内
の
県
営
団
地
に

住
ん
で
い
る
西
原
町
民
は
平
成
30
年
２

月
28
日
現
在
で
６
７
９
世
帯
、
人
口
は

１
，
９
１
８
人
と
な
っ
て
い
る
。
家
賃

は
公
社
発
行
の
入
居
者
募
集
の
し
お
り

で
町
内
４
カ
所
の
県
営
団
地
の
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
の
家
賃
は
県
営
内
間
団
地
で
１
万
９

千
１
百
円
か
ら
４
万
５
千
４
百
円
、
県

営
西
原
団
地
で
２
万
１
千
９
百
円
か
ら

５
万
１
百
円
、
県
営
幸
地
高
層
住
宅
で

２
万
２
千
２
百
か
ら
５
万
７
百
円
、
県

営
坂
田
高
層
住
宅
で
２
万
８
千
２
百
円

か
ら
８
万
７
千
円
と
な
っ
て
い
る
。
　

◇
給
付
型
奨
学
金
の
新
設
を

高
校
や
大
学
に
進
学
さ
せ
た
い

が
学
費
が
高
い
の
で
難
し
い
家

庭
が
多
い
。
給
付
型
奨
学
金
を
新
設
で

き
な
い
か
。

将
来
の
人
材
育
成
を
考
え

た
と
き
、
非
常
に
意
義
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
町
の
財
政
状
況
を
考
え
た
場

合
、
現
段
階
で
は
新
設
は
極
め
て
厳
し

い
い
も
の
と
思
う
。

問 が
、
２
号
井
も
試
掘
１
号
井
と
同
様
に

廃
坑
の
予
定
。
今
後
は
、
沖
縄
総
合
事

務
局
の
勉
強
会
に
参
加
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
へ
の
利
活
用
の
検
討
を
官
民
連
携

で
進
め
る
。

◇
海
外
子
弟
研
修
制
度
を

　
質
す
　

（
１
）
平
成
29
年
度
は
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
何
回

や
り
と
り
し
た
か
。
（
２
）
平
成
30
年

度
は
予
算
１
２
１
万
７
千
円
が
計
上
さ

れ
た
が
、
精
査
し
た
内
容
を
聞
く
。

（
３
）
ど
の
国
か
ら
何
名
の
研
修
生
を

受
け
入
れ
る
の
か
。（

１
）
ペ
ル
ー
共
和

国
、
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
共
和
国
で
実
施
し
て
い
る
。

（
２
）
具
体
的
に
は
先
行
研
修
を
廃
止

し
、
文
化
研
修
や
町
民
と
の
交
流
に
特

化
し
た
研
修
と
な
る
。
宿
泊
先
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
沖
縄
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
宿
泊
棟

の
予
定
。
（
３
）

◇
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

　
観
光
拠
点
施
設
を
質
す

（
１
）
指
定
管
理
の
応
募
は
何

社
で
、
そ
の
企
業
名
は
。

（
２
）
平
成
33
年
１
月
開
所
ま
で
の
総

施
工
費
は
。
（
３
）
今
後
７
年
間
の
町

財
政
は
、
毎
年
７
億
か
ら
10
億
円
の
赤

字
見
込
み
で
あ
り
、
事
業
の
廃
止
が
町

民
の
た
め
に
な
る
と
思
う
が
、
見
解
を

問
う
。

（
１
）
事
業
者
は
１

者
で
沖
縄
農
業
協
同
組
合
で
あ
る
。
　

（
２
）
最
悪
の

ケ
ー
ス
で
、
平
成
33
年
12
月
開
所
を
考

え
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
14
億
円
以
内

で
お
さ
め
る
努
力
を
す
る
。

（
３
）
一
括
交
付
金

最
終
年
度
で
あ
る
平
成
33
年
度
ま
で
基

本
枠
が
可
能
で
あ
り
、
本
町
の
第
１
次

産
業
の
持
続
、
地
域
産
業
の
発
展
に
貢

献
し
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
事

業
で
あ
り
、
中
止
は
考
え
て
い
な
い
。

建
設
部
長

建
設
部
長

産
業
観
光
課
長

問問

大城 誠一  議員
おおしろ せいいち

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

問

問

副
町
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

前里 光信  議員
まえさと こうしん

屋比久 満  議員
やびく　 みつる

問

問

問

教
育
長

た
だ



67

◇
「
事
業
仕
分
け
プ
ロ

　ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

　立
ち
上
げ
を

財
政
再
建
に
向
け
、
職
員
・
執

行
部
・
町
民
・
議
員
を
含
め
て

構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
早

急
に
立
ち
上
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
だ
。

委
員
の
構
成
等
は
、
利
害

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
施
政
方
針
・
町
政
運
営

町
民
へ
の
説
明
が
こ
の
施
政
方

針
に
は
見
ら
れ
ず
、
真
の
危
機

意
識
を
推
し
量
れ
な
い
中
身
で
、
残
念

に
思
う
。
聖
域
な
き
予
算
・
事
業
の
精

査
、
見
通
し
等
の
評
価
は
。

全
事
業
を
対
象
に
指

示
し
、
取
り
組
み
、
次
年
度
以
降
も
視

野
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

文
化
課
の
設
置
目
的
と
業
務
内

容
は
。

生
涯
学
習
課
長
の
所

掌
範
囲
が
過
大
で
あ
る
た
め
、
文
化
財

係
、
図
書
館
の
業
務
と
を
受
け
持
ち
、

事
務
負
担
の
平
準
化
が
図
ら
れ
る
。

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

見
直
し
等
の
内
容
は
。

舞
台
技
術
操
作
管
理

を
業
者
委
託
か
ら
嘱
託
職
員
へ
、
人
員

も
３
名
か
ら
２
名
へ
。
窓
口
管
理
業
務

委
託
を
平
日
の
夜
間
、
土
日
、
祝
祭
日

の
み
に
見
直
し
。

「
海
外
移
住
子
弟
研
修
生
受
入

事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
持
続

可
能
な
国
際
交
流
事
業
と
な
る
よ
う
検

討
」
と
あ
る
が
、
計
上
さ
れ
て
い
る
予

算
の
内
容
は
。

本
事
業
を
再
開
し
て
、

受
け
入
れ
の
費
用
。

東
部
消
防
組
合
と
の
連
携
強
化

策
は
。

台
風
や
大
雨
等
の
警

戒
、
不
発
弾
処
理
作
業
で
連
携
。
執
行

体
制
の
整
備
は
本
町
の
財
政
状
況
も
踏

ま
え
、
構
成
３
町
、
当
組
合
と
事
前
に

協
議
検
討
し
て
い
く
。
　

尚
円
王
即
位
５
５
０
年
記
念
事

業
は
休
止
と
い
う
が
、
一
括
交

付
金
事
業
と
し
て
再
開
で
き
る
と
考
え

る
か
。

財
政
的
に
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
再
開
も
検
討
。

◇
議
会
費

そ
も
そ
も
議
会
費
は
議
員
間
で

議
論
し
結
論
を
出
し
て
、
執
行

部
と
調
整
す
る
も
の
と
考
え
る
。
今
回

の
政
務
活
動
費
の
皆
減
は
そ
の
様
な
手

順
が
不
十
分
で
、
ま
さ
に
こ
の
提
案
は

議
会
軽
視
の
押
し
つ
け
と
断
ぜ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
町
長
の
見
解
は
。
ま
た
、

再
考
す
べ
き
で
は
。収

支
の
乖
離
が
埋
ま

ら
な
い
状
況
か
ら
、
最
終
的
に
は
議
会

に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。
再
考

は
考
え
て
い
な
い
。

問問

総
務
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長一

般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
執
行
体
制
と
財
政
運
営

本
町
は
６
市
町
村
が
隣
接
す
る

利
便
性
の
良
い
住
環
境
に
あ

る
。
自
主
財
源
も
県
内
上
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
地
域
性
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
。
財
政
の
危
機
、
道
路
整

備
、
農
地
、
宅
地
行
政
の
停
滞
、
人
口

減
と
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
、
ど
真
ん
中
に

あ
る
西
原
町
が
空
洞
化
、
沈
下
の
現
状

に
な
っ
て
い
る
。
行
財
政
、
執
行
体
制

の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。
上
間
町
長
公

約
の
「
敬
老
祝
金
年
間
千
６
百
万
円
で

２
期
８
年
間
で
約
１
億
２
千
万
円
支

出
、
財
源
不
足
の
大
き
な
要
因
に
な
っ

て
い
る
。
整
合
性
に
つ
い
て
聞
く
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

30
年
度
敬
老
事
業
費
は
２
０
１
万
８
千

円
に
減
額
、
必
要
最
小
限
で
予
算
計
上

し
て
い
る
。

災
害
避
難
所
施
設
整
備
事
業
の

断
念
で
約
３
千
万
円
の
執
行
ロ

ス
、
当
該
自
治
会
よ
り
再
考
の
要
請
が

議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
説

明
で
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
か
。
　

補
正
予
算
の
否
決
で
、
時

間
的
、
物
理
的
、
財
政
状
況
等
踏
ま

え
、
事
業
断
念
し
た
。
地
域
説
明
会
を

行
っ
て
い
る
。

（
株
）
西
原
フ
ァ
ー
ム
は
５
年

間
で
４
千
万
円
の
赤
字
倒
産
の

危
機
、
３
千
万
円
の
債
権
放
棄
、
町
長

の
執
行
責
任
、
（
株
）
西
原
フ
ァ
ー
ム

の
役
員
の
責
任
、
の
明
示
と
対
応
に
つ

い
て
。

当
時
組
織
的
な
議
論
を
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
に
お
い
て
町
民
に

お
詫
び
申
し
上
げ
、
謝
罪
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

（
４
）
財
源
不
足
充
当
の
た
め

職
員
労
働
組
合
と
給
与
の
現
学

に
つ
い
て
交
渉
の
結
果
に
つ
い
て
聞

く
。

計
４
回
の
団
体
交
渉

を
行
っ
た
が
、
今
回
は
合
意
が
得
ら
れ

ず
30
年
度
予
算
は
見
送
る
こ
と
に
な
っ

た
。

農
産
物
直
売
所
の
見
直
し
に
つ

い
て
。
（
１
）
現
在
の
財
源
不

足
で
は
事
業
執
行
は
厳
し
い
と
思
う
。

直
接
Ｊ
Ａ
に
建
設
変
更
す
る
べ
き
。

（
２
）
公
金
は
直
接
農
家
経
営
育
成
に

投
入
し
、
町
民
に
債
務
負
担
さ
せ
る
こ

と
は
望
ま
し
く
な
い
。
（
３
）
歴
史
資

料
館
は
長
期
的
な
視
点
で
内
間
御
殿
と

併
合
さ
せ
、
観
光
拠
点
事
業
と
効
果
を

図
る
べ
き
で
、
事
業
変
更
を
求
め
る
。

問

問

問

問

問

関
係
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
十
分

検
討
が
必
要
か
と
思
う
。

町
民
に
対
し
て
も
負
担
を
強
い

て
い
る
わ
け
で
、
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
だ
。
そ
こ
に
は
、
公
認
会

計
士
等
の
有
識
者
も
入
り
、
皆
さ
ん
の

合
意
に
基
づ
い
た
結
論
を
町
長
に
答
申

す
る
こ
と
で
、
町
長
は
判
断
し
や
す
く

な
る
と
思
う
が
。

大
変
有
用
な
ご
提
案
だ
。

行
政
、
議
会
の
み
な
ら
ず
、
町
民
を
含

め
共
通
理
解
の
下
、
難
局
を
乗
り
越
え

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
先

述
の
公
正
な
立
場
で
事
業
施
策
が
判
断

で
き
る
委
員
の
登
用
の
課
題
含
め
て
今

後
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◇
「
子
育
て
働
き
世
代
」
が

　人
口
・
財
政
問
題
の
カ
ギ

自
治
体
間
の
人
の
奪
い
合
い
が

始
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
人
口
を

増
や
す
の
で
は
な
く
、
30
、
40
代
の
子

育
て
働
き
世
代
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
る

べ
き
。
こ
の
世
代
は
、
世
帯
所
得
が
高

く
購
買
意
欲
が
あ
る
の
で
、
町
内
の

サ
ー
ビ
ス
業
・
事
業
所
の
寄
与
度
も
大

き
い
。
当
然
、
人
口
増
に
よ
り
税
収
に

繋
が
る
。
ま
た
、
高
齢
者
を
支
え
る
基

盤
と
な
る
構
造
を
作
っ
て
い
く
こ
と

が
、
ま
ち
の
存
続
に
繋
が
る
と
考
え
る

が
。

地
方
自
治
体
が
生
き
残
り

を
か
け
て
の
取
り
組
み
が
課
題
だ
。

「
地
域
の
力
」
無
し
で
は
、
自
治
体
発

展
は
な
い
と
思
う
。
人
口
が
流
出
し
て

い
る
状
況
で
、
公
共
交
通
を
定
着
さ
せ

る
た
め
の
道
路
整
備
を
起
点
に
、
産
業

基
盤
の
整
備
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
が
展
開
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
将
来
像
を
見
据
え
、
直

面
す
る
財
政
問
題
を
解
決
し
て
前
に
進

め
る
決
意
だ
。

真栄城 哲  議員
まえしろ　てつ

町
長

町
長

総
務
部
長

副
町
長

喜納 昌盛  議員
きな　 まさもり

大城 好弘  議員
おおしろよしひろ

問問問

問問問

町
長

町
長

問

問町
長
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◇
就
学
援
助
制
度
の
再
考
を

就
学
援
助
制
度
を
非
課
税

世
帯
に
限
る
と
い
う
予
算
案
が

出
て
い
る
が
、
公
約
や
時
代
状
況
、
そ

し
て
町
民
に
与
え
る
影
響
は
か
な
り
大

き
い
。
今
後
の
運
用
と
西
原
町
版
の
基

準
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
度
に
お
い
て

は
、
平
成
29
年
度
同
様
の
基
準
で
実
施

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
就
学
援
助
ど
う
な
る
の
？

本
来
、
教
育
は
国
に
よ
っ
て
誰

も
が
享
受
で
き
る
権
利
で
あ

る
。
同
時
に
、
市
町
村
は
必
要
な
援
助

を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。

財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況
で
は
あ

る
が
、
町
長
の
選
挙
公
約
「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
の
推
進
、
学
校
給
食
費
の
無

料
化
を
め
ざ
す
」
実
現
の
た
め
に
も
就

学
援
助
の
支
給
基
準
を
元
に
戻
し
て
い

た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

財
政
状
況
を
考
え
る
と
厳

し
い
が
、
町
民
や
議
員
に
十
分
理
解
が

得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
30
年
度
は
29

年
度
と
同
じ
認
定
基
準
で
実
施
し
、
６

月
定
例
会
で
増
額
補
正
と
す
る
。
認
定

基
準
の
見
直
し
は
31
年
度
以
降
に
向
け

て
、
検
討
す
る
。

◇
介
護
保
険
制
度
改
定
に

　よ
る
町
民
・
事
業
所
へ
の

　影
響
は
ど
う
な
る
の
か
　

介
護
保
険
制
度
改
定
の
町
民
へ

の
影
響
を
聞
く
。

ほ
と
ん
ど
影
響
は
な

く
、
訪
問
介
護
の
生
活
援
助
へ
の
回
数

厳
密
化
に
つ
い
て
も
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
で

認
め
ら
れ
れ
ば
適
用
さ
れ
る
の
で
、
特

に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

町
内
の
事
業
所
か
ら
不
安
の
声

は
な
い
か
。情

報
不
足
で
、
戸
惑

い
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
特
に
不
安
の
声

は
な
い
。総

合
事
業
・
包
括
的
支
援
事
業

の
詳
細
な
運
営
状
況
は
。

平
成
28
年
３
月
か
ら

総
合
事
業
を
開
始
。
翌
年
10
月
か
ら
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
事
業
を
中
心
に
介
護

予
防
事
業
を
組
み
立
て
て
い
る
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は

医
療
法
人
福
寿
会
か
ら
、
４
月
よ
り
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
に
向
け
て

準
備
し
て
い
る
。
　
　

来
年
度
の
介
護
保
険
料
引
き
上

げ
の
周
知
方
法
は
。

広
域
連
合
作
成
広
報

誌
の
全
戸
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

町
村
窓
口
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
周

知
を
予
定
。

介
護
保
険
料
を
２
年
以
上
滞
納

し
た
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
本
人
負
担
増
と
な
る
「
罰
則
」
が
あ

る
が
、
必
要
な
介
護
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
町
民
が
い
な
い
か
。

給
付
制
限
の
対
象
者

は
２
名
い
る
。
ま
た
、
生
活
困
窮
で
滞

納
し
て
い
る
方
々
へ
は
生
活
保
護
へ
案

内
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
対

処
し
て
い
る
。
　

問問

総
務
部
長

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
プ
レ
ミ
ア
ム
・
フ
ラ
イ
デ

　ー
に
つ
い
て
質
す

昨
年
の
２
月
24
日
か
ら
鳴
物
入

り
で
始
ま
っ
た
月
末
の
金
曜
日

に
早
め
の
退
社
を
促
し
、
消
費
を
喚
起

す
る
取
組
「
プ
レ
ミ
ア
ム
・
フ
ラ
イ

デ
ー
」
が
１
周
年
を
迎
え
た
が
、
早
く

退
社
で
き
た
人
は
平
均
10
％
と
低
調
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
苦
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
頑
張
っ
て
い
る
職
員
に
感

謝
を
込
め
て
町
か
ら
で
も
率
先
し
て

行
っ
て
は
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
直

接
提
供
し
て
い
る
市
町
村
の
窓
口
業
務

に
お
い
て
は
、
庁
舎
を
閉
庁
す
る
こ
と

は
現
実
的
に
大
変
厳
し
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
現
在
、
で
き
る
こ
と
と
し

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
・
フ
ラ
イ
デ
ー
の
毎

月
第
３
金
曜
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
設

定
し
、
早
期
に
業
務
が
終
わ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
あ
る
。

◇
火
葬
場
建
設
に
つ
い
て

　質
す沖

縄
本
島
、
特
に
中
南
部
の
火

葬
は
、
い
な
ん
せ
斎
苑
（
平
成

14
年
３
月
共
用
開
始
）
、
南
斎
苑
（
平

成
26
年
６
月
共
用
開
始
）
が
で
き
る
以

前
は
、
ほ
と
ん
ど
民
間
の
火
葬
場
が

担
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
公
営
の
火

葬
場
と
い
え
ば
、
旧
玉
城
村
と
現
在
も

あ
る
読
谷
村
の
２
つ
だ
け
だ
っ
た
。
ま

た
、
現
在
で
も
沖
縄
市
に
１
つ
、
う
る

ま
市
に
２
つ
、
民
間
の
火
葬
場
が
あ
る

わ
け
で
、
現
在
の
本
町
の
財
政
難
を
考

え
る
と
、
火
葬
場
建
設
は
あ
と
10
年
ほ

ど
困
難
で
あ
り
、
ま
た
一
方
で
10
年
も

待
て
な
い
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。
そ

こ
で
、
民
間
の
資
金
を
利
用
す
る
の
も

手
だ
と
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
、
提
言
で
あ
る
。

民
間
の
資
金
を
利
用

す
る
こ
と
は
、
現
在
の
町
の
財
政
事
情

を
考
慮
す
る
と
一
つ
の
手
段
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
火
葬
場
建
設

に
つ
い
て
は
、
建
設
地
な
ど
の
問
題
も

あ
り
、
今
後
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
は
多
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。
　
　
　
　
　

問

問

す
る
こ
と
と
し
、
平
成
30
年
度
６
月
議

会
で
予
算
を
補
正
し
た
い
。
な
お
、
認

定
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
平
成

31
年
度
以
降
に
向
け
て
、
就
学
援
助
の

本
来
あ
る
べ
き
形
と
し
て
、
本
町
の
財

政
状
況
に
見
合
う
適
切
な
認
定
基
準
の

検
討
に
鋭
意
努
め
て
い
き
た
い
。
　

◇
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
施

　設
運
営
を

町
財
政
改
革
に
つ
い
て
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
西
原

町
に
お
い
て
、
行
政
の
ス
リ
ム
化
は
急

務
で
あ
る
し
、
そ
の
検
証
に
つ
い
て
は

必
須
事
項
で
あ
る
。
西
原
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
と
い
う
の
が
あ
る

が
、
そ
の
中
の
基
本
的
な
実
施
方
針
は

効
果
的
、
効
率
的
な
施
設
管
理
を
行
う

と
あ
り
、
民
間
資
金
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｐ

Ｐ
（
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
や
Ｐ

Ｆ
Ｉ
（
民
間
の
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
主
導
で
行

う
こ
と
）
等
と
あ
る
。
基
本
的
に
指
定

管
理
や
委
託
を
す
る
部
分
は
給
食
セ
ン

タ
ー
や
集
会
施
設
、
公
民
館
、
図
書
館

だ
と
思
う
が
、
こ
の
計
画
で
は
、
効
率

化
と
い
う
部
分
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
る
。
民
活
の
検
討
等
計

画
に
入
っ
て
い
な
い
と
検
討
し
な
い
の

で
は
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
総
合
管
理
計
画
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
な
考
え
を
示
す
も
の
と

な
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
も
の
に
つ
い

て
は
個
別
計
画
を
作
成
し
て
い
く
。

他
市
町
村
で
は
財
政
の
ピ
ー
ク

や
修
繕
の
ピ
ー
ク
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
計
画

も
あ
っ
た
。
西
原
町
も
個
別
施
設
に
委

託
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
盛
り
込
む
こ
と
で
担
当

課
も
検
討
す
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
公
共
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

教
育
部
長

総
務
課
長

総
務
部
長

総
務
部
長

企
画
財
政
課
長

伊計 裕子  議員
いけい　 ひろこ

町
長

問問

問問問

問問

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

宮里 洋史  議員
みやざと ひろふみ

与儀  清  議員
よぎ　　きよし

た
だ



町財政の
“身の丈”
って？
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◇
地
産
地
消
に
つ
い
て

平
成
28
年
12
月
議
会
、
平
成
29

年
９
月
議
会
で
、
給
食
セ
ン

タ
ー
で
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
質
問
し

た
が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
を
問

う
。

い
ろ
ん
な
形
で
農

産
物
を
提
供
す
る
方
法
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
教
育
委
員

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
観
光
振
興

２
０
１
７
年
の
入
域
観
光
客
数

が
過
去
最
高
を
更
新
し
ハ
ワ
イ

を
超
え
た
、
見
解
と
課
題
、
観
光
関
連

予
算
、
観
光
客
受
け
入
れ
の
取
組
み
と

観
光
統
計
調
査
の
実
施
状
況
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
県
は
５
年
連
続
入
域
観

光
客
数
が
過
去
最
高
を
更
新
、
要
因
は

官
民
挙
げ
て
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

や
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
路
線
拡
充
、
ク
ル
ー
ズ
船

の
寄
港
数
増
加
な
ど
。
課
題
と
し
て
滞

在
日
数
を
ふ
や
す
、
消
費
額
を
上
げ
る

こ
と
で
あ
る
。
平
成
30
年
度
の
当
初
予

算
は
、
観
光
ポ
ー
タ
ル
、
観
光
Ａ
Ｒ
ア

プ
リ
シ
ス
テ
ム
保
守
委
託
料
１
４
２
万

６
千
円
を
計
上
。
西
原
町
観
光
振
興
計

画
の
策
定
、
海
外
交
流
の
促
進
、
通
訳

な
ど
の
観
光
人
材
の
育
成
。
観
光
危
機

管
理
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
町
で

は
、
観
光
統
計
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
マ
リ
ン
パ
ー
ク
来
場
者
の
調
査

は
毎
年
行
わ
れ
、
観
光
振
興
計
画
も
、

年
間
観
光
客
数
等
の
デ
ー
タ
が
な
く
、

数
値
目
標
を
定
め
ら
れ
ず
、
今
後
調
査

方
法
等
を
検
討
す
る
。

◇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委

託
先
決
定
の
状
況
を
問
う
。

　
　
　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
地
域
住
民
の
心
身
の
健
康
の
保

持
、
生
活
の
安
定
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
、
総
合
相
談
支
援
事

業
な
ど
地
域
住
民
の
保
健
、
医
療
の
向

上
及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支
援

す
る
。
業
務
委
託
事
業
の
指
名
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
募
集
に
期
限
ま
で
の
応
募
法

人
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
本
事
業
を
担
っ

て
き
た
法
人
と
平
成30

年
か
ら
の
受
託

に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
た
が
、
辞
退
の

旨
、
申
し
出
が
あ
り
、
西
原
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
調
整
を
行
い
決
定
し
て
い

る
。◇

子
育
て
支
援

産
婦
健
診
と
新
生
児
聴
覚
検
査

に
つ
い
て
問
う
。
　

　
　
　
　
　
　
産
後
の
う
つ
や
新
生
児

虐
待
予
防
の
た
め
、
産
婦
健
康
診
査
事

業
が
新
規
に
示
さ
れ
た
。
産
婦
健
康
診

査
を
実
施
す
る
こ
と
は
妊
産
婦
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
な
い
支
援
を

図
る
た
め
、
産
後
ケ
ア
事
業
も
あ
わ
せ

て
今
後
の
事
業
展
開
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
、
県
内
市
町
村
で
先
行

的
に
実
施
予
定
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
る

の
で
、
情
報
を
検
討
し
財
政
状
況
を
み

な
が
ら
検
討
す
る
。

問問
一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

＝
執
行
体
制
＝

厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、
職
員

も
同
じ
価
値
観
を
共
有
し
、
み

ず
か
ら
の
役
割
を
認
識
し
、
町
政
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
気
概
こ
そ
が

厳
し
い
財
政
状
況
を
乗
り
切
る
す
べ
だ

と
思
う
。
や
る
気
と
意
欲
が
持
て
る
職

場
環
境
づ
く
り
は
と
て
も
大
事
だ
。
職

員
と
の
信
頼
関
係
の
上
に
、
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
職
場
と
は
。

本
町
の
逼
迫
し
た
財
政
事

情
を
説
明
、
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら

編
成
作
業
を
進
め
て
き
た
。
職
員
か
ら

積
極
的
な
提
案
が
見
受
け
ら
れ
、
組
織

全
体
の
意
識
改
革
が
図
ら
れ
、
お
互
い

協
力
、
努
力
し
て
い
く
事
を
確
認
し
て

い
る
。
行
政
課
題
の
情
報
共
有
、
共
通

認
識
を
高
め
て
い
け
る
機
運
は
醸
成
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

状
況
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
町
政

運
営
は
必
要
だ
。
財
政
難
の
窮

地
だ
か
ら
こ
そ
既
得
権
益
の
し
が
ら
み

を
断
ち
切
り
事
業
の
必
要
性
を
見
直
す

事
が
で
き
る
の
で
は
。
事
業
の
検
討
、

縮
小
、
思
い
切
っ
た
歳
出
削
減
は
と
て

も
大
事
。
頑
張
っ
て
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
今
後
の
事
業
選
択
は
。

厳
し
い
状
況
は
続
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。
平
成
30
年
度
の
予

算
編
成
を
基
準
に
歳
出
の
抑
制
を
図

り
、
事
務
事
業
の
総
点
検
を
実
施
し
、

緊
急
か
つ
効
果
的
か
ど
う
か
を
見
極
め

な
が
ら
選
択
す
る
。

＝
財
政
の
逼
迫
は
国
保
の
赤

字
が
大
き
な
要
因
＝

こ
れ
ま
で
西
原
町
は
値
上
げ
を

せ
ず
、
踏
ん
張
っ
て
き
た
。
し

か
し
一
方
で
は
赤
字
へ
の
危
機
感
の
対

応
が
遅
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

御
指
摘
の
と
お
り
、
国
保

の
累
積
赤
字
を
は
じ
め
、
多
く
の
事
業

が
山
積
し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
を
解
決

す
る
た
め
に
積
極
的
な
財
政
運
営
を
し

た
嫌
い
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

や
は
り
身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
は

国
保
の
赤
字
解
消
に
向
け
て
ど
う
し
て

も
必
要
と
う
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
。
や
は
り
痛
み
を
伴
う
改
革
に
も
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
町
民
の
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

何
と
し
て
も
突
破
し
て
い
き
た
い
。

問

問

問

会
と
い
う
よ
り
も
、
町
全
体
で
の
推
進

協
議
会
の
設
立
が
産
業
観
光
課
と
協
力

し
な
が
ら
や
る
べ
き
事
か
な
と
い
う
ふ

う
に
教
育
委
員
会
で
は
認
識
し
て
い

る
。◇

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る

　法
律
　

墓
地
申
請
の
た
め
担
当
課
に
行

く
と
、
我
謝
自
治
会
長
の
許
可

が
必
要
と
の
こ
と
だ
っ
た
、
我
謝
自
治

会
の
許
可
を
も
ら
う
よ
う
指
導
し
た
理

由
を
問
う
。
我
謝
自
治
会
は
、
資
材
置

き
場
で
許
可
さ
れ
た
の
に
墓
地
建
設
と

い
う
事
で
反
対
し
た
が
、
町
が
墓
地
を

許
し
た
理
由
を
問
う
。

西
原
町
の
墓
地
等
の

許
可
申
請
に
関
す
る
事
務
取
扱
要
領
で

は
、
自
治
会
長
の
意
見
同
意
書
が
添
付

書
類
と
な
っ
て
お
り
、
申
請
者
に
は
そ

の
旨
、
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
許
可

の
申
請
が
土
地
を
所
有
す
る
個
人
か
ら

申
請
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
置
場
所
の

基
準
を
満
た
し
て
い
た
の
で
、
許
可
し

て
い
る
。

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ―

　の
補
助
金
削
減
　

平
成
30
年
度
予
算
は
各
種
団
体

を
初
め
、
多
く
の
補
助
金
の
予

算
が
削
減
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
も
エ
コ
か
え
る
く
ん
事
業
１
５
０

万
円
が
削
減
さ
れ
た
。
残
飯
を
利
用
し

た
か
え
る
く
ん
事
業
は
農
家
か
ら
大
変

喜
ば
れ
て
い
る
。

産
業
観
光
課
と
し
て

は
次
年
度
の
補
助
金
の
加
算
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
こ
の
事
業
で
生
産
さ
れ
る

液
肥
は
農
家
か
ら
も
大
変
好
評
の
よ
い

液
肥
で
あ
り
、
事
業
が
何
と
か
継
続
で

き
な
い
か
ど
う
か
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

31
年
度
か
ら
草
木
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
も
各
種
補
助
の
検
討
を

お
願
い
し
た
い
。

儀間 信子  議員
ぎま　  のぶこ

平良 正行  議員
たいら　まさゆき

長浜 ひろみ  議員
ながはま

町
長

町
長

総
務
部
長

教
育
総
務
課
長

問

建
設
部
長

問 問建
設
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

問 問

建
設
部
長



海外移住者
子弟研修受け入れ事業

再 開

沖縄県文化観光スポーツ部資料から

インターネット
で議会中継（録画）を見よう！インターネット
で議会中継（録画）を見よう！

パソコンの検索機能を使って

西原町の議会や
議員のことを

もっと知ってみませんか？

西原町 検索

②検索を
　クリック

①まず、
　町名を入力！

西原町議会のトップページに
飛びます。右側のバナーから
議会中継（録画）をクリック！

町議員の一般質問などが
見られます。
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◇
琉
大
医
学
部
等
移
転

琉
球
大
学
医
学
部
と
附
属
病
院

の
移
転
関
連
費
と
し
て
県
は
約

３
億
円
計
上
し
た
が
、
町
当
局
の
見
解

は
。

移
転
整
備
基
本
計
画
で

は
、
平
成
36
年
度
中
に
建
設
工
事
、
そ

し
て
移
転
を
完
了
し
、
平
成
37
年
度
よ

り
開
業
予
定
で
移
転
後
、
上
原
キ
ャ
ン

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

◇
平
成

　
年
度
の
施
政
方
針

と
予
算
に
つ
い
て
聞
く

施
政
方
針
の
中
で
財
政
状
況
が

緊
急
的
な
措
置
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
事
業
の
選
択
を
効
果
的

な
も
の
に
絞
る
と
あ
る
が
、
こ
の
状
況

は
あ
と
何
年
間
を
見
て
い
る
の
か
伺

う
。

毎
年
増
加
す
る
扶
助

費
に
加
え
て
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
に
引
き
続
き
対
応
し
つ

つ
、
国
保
の
赤
字
解
消
プ
ラ
ン
の
再
度

見
直
し
を
進
め
る
。
ま
ず
、
５
年
間
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
思
う
。

財
政
計
画
で
、
中
期
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
あ

る
が
、
次
年
度
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
の
か
。

本
町
の
財
政
規
模
に

あ
っ
た
事
業
計
画
で
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

歳
出
で
、
義
務
的
経
費
の
割
合

が
恒
常
的
に
高
い
が
、
ど
の
よ

う
に
抑
え
て
い
く
の
か
。

職
員
の
定
数
の
管
理

等
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
や
起
債
の
発

行
額
の
抑
制
な
ど
の
努
力
に
よ
っ
て
、

類
似
団
体
平
均
に
近
い
比
率
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
考
え
て
い
る
。

◇
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
の

実
現
と
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
決
定

後
の
現
状
を
ど
う
思
う
の
か
。

県
の
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
地

域
振
興
開
発
に
お
い
て
、
明
確
に
位
置

付
け
ら
れ
て
お
り
、
観
光
振
興
を
含
め

た
大
型
の
施
設
で
一
括
交
付
金
の
決
定

が
遅
れ
て
い
る
。
本
町
と
し
て
も
県
と

の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元
自
治
体
、

さ
ら
に
東
海
岸
地
域
サ
ン
ラ
イ
ズ
推
進

協
議
会
を
含
め
て
予
算
の
確
保
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇
学
校
教
育
に
つ
い
て
問
う

就
学
援
助
の
見
直
し
で
い
っ
た

ん
削
減
し
、
又
、
補
正
で
復
活

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
財
源
は
ど
う
す

る
の
か
。

当
初
は
２
千
万

円
だ
が
総
額
で
４
千
万
円
に
な
る
と
思

う
の
で
、
別
の
費
用
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
し
な
が
ら
６
月
の
補
正
ま
で
に

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問

問問

問

問

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

パ
ス
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
今
後
、
琉

球
大
学
や
関
係
機
関
を
交
え
て
、
跡
地

利
用
検
討
会
の
中
で
、
意
見
交
換
を
し

た
い
。
　マ

イ
ス
施
設
は
平
成
31
年
度
中

ご
ろ
完
成
予
定
だ
っ
た
が
、
西

原
町
の
後
背
地
の
ホ
テ
ル
用
地
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
用
地
計
画
を
聞
く
。

大
型
マ
イ
ス
で
、
国

の
一
括
交
付
金
が
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い

な
い
要
因
は
、
事
業
の
採
算
性
で
周
辺

環
境
整
備
の
具
体
化
の
課
題
と
同
時

に
、
町
の
後
背
地
に
つ
い
て
も
マ
イ
ス

の
受
け
入
れ
環
境
整
備
可
能
性
基
礎
調

査
で
、
国
も
マ
イ
ス
と
セ
ッ
ト
で
一
括

交
付
金
の
事
業
と
し
て
の
認
可
を
見

送
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

◇
浦
西
駅
周
辺
の
徳
佐
田
・

　
幸
地
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

　
周
辺
の
組
合
方
式
で
計
画

　
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の

　
進
捗
状
況

坂
田
の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
は
、

現
在
の
場
所
で
移
転
後
も
再
開

す
る
計
画
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る

が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
オ
ン
琉
球
の

話
し
で
は
、
現
在
地
に
て
店
舗
を
継
続

す
る
と
聞
く
。

幸
地
地
区
で
の
組
合
方
式
で
の

組
織
体
制
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
的
に
は
組

合
方
式
で
、
そ
の
地
区
の
仮
同
意
は

90
％
が
前
提
で
、
仮
同
意
を
も
ら
っ
た

後
、
基
本
計
画
の
策
定
、
定
款
関
係
の

作
成
、
本
同
意
後
、
役
員
体
制
に
入

る
。

徳
佐
田
地
区
は
、
役
員
体
制
の

動
き
が
あ
る
と
聞
く
が
。

徳
佐
田
地
区

の
北
側
の
ほ
う
は
既
に
調
査
が
終
わ

り
、
基
本
計
画
、
平
均
減
歩
率
ま
で
示

し
て
お
り
、
南
側
、
北
側
も
含
め
て
一

体
化
し
た
整
備
が
一
番
重
要
だ
と
思
っ

て
お
り
、
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
進
め
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

大城 純孝
おおしろよしたか

伊波 時男  議員
いは　  ときお

30

  議員

町
長

企
画
財
政
課
長

問問 町
長

建
設
部
長

問問

問

都
市
整
備
課
主
幹

都
市
整
備
課
主
幹

都
市
整
備
課
主
幹

　西原町では、研修生の日本語能力が十分ではなく、受け入れ
態勢に課題があるとしていたが、改善のめどがついたとして、
2017年度に休止していた同事業を「2018年度から再開させる」
と3月議会で小橋川教育部長の答弁があった。
　議会でも、一般質問等で同事業の継続に向けて取り組んでき
たが、行政側の迅速な対応で、復活することができ、喜ばしい
ことである。ただ研修生が3人から1人に削減されたのは今後の
課題である。研修生は、毎年各国を輪番で受け入れ予定で、平
成30年度はペルー共和国から受け入れ予定である。

西原町のホームページの
左下にある「議会」の
ボタンをクリックします。

西原町のホームページの
左下にある「議会」の
ボタンをクリックします。
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平成30年度西原町一般会計予算

歳入・歳出111億5,300万円
平成30年度西原町一般会計予算

歳入・歳出111億5,300万円
－  前年比5.6％減（▲6億6,400万円）－

〈歳入〉 〈歳出〉

提案理由

決議 1 号

平成30年度西原町一般会計予算に関する付帯決議

記
１. 就学援助費について
　(1). 平成30年6月定例議会で平成29年度の補正後の予算並となるよう増額補正
　　　すること。
　(2). 今後の一般会計予算について
　　　抜本的な「財政再建計画」を策定し、着実に実行すること。

平成30年3月26日
西原町議会

西原町教育委員会の委員の定数を定める条例について

　町財政が逼迫している状況で、平成30年度一般会計予算は、ほぼすべての事業の縮
小、廃止、休止、先送り等により対前年度予算比で約6億6,400万円（約5.6％）減の
緊縮予算となった。その中には教育関連予算も漏れずに減額対象となっている。
　本町の財政が厳しい状況にあることは理解せざるを得ないが、特に子どもの貧困へ
の対応が迫られている中で、就学援助費の原作非課税世帯への対象の縮小及び予算の
減額は、平成29年度と比べて大幅に認定率を縮小するものであり、今後の子どもの貧
困問題の取り組みが厳しくなり、町民とりわけ子育て世代に与える影響はかなり大き
いと思慮する。
　ついては、下記のことを求める。

全会一致

全会一致

H30年度

40億円

30億円

20億円

10億円

町税

36 3535.4 36.2

17.5

22.9
26.6

31.5 30.9

18.3 18.3

10.8 11.3
8.8

19 20

9

19

支出金
（県・国）

地方
交付税

その他 扶助費 人件費 補助費等 建設費 その他
0

40億円

30億円

20億円

10億円

0

H29年度

〈 条 例 改 正 〉〈 条 例 改 正 〉

極めて厳しい財政状況を鑑み、教育委員の定数を1人削減し3人とする為。

Q　他の市町村は？
A　嘉手納含む6町村が3人。

「文教のまち西原」で財再状況を理由に削減するのはおかしい。反対討論

人数減によることによって、教育行政が後退するわけではない。賛成討論

賛 成

反 対

10

8

提案理由

西原町議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正するを廃止する
条例について

提案理由　平成30年度は交付を停止したい為。

Q1　政務活動費はいらないという認識か？
 A1　そうは言っていない。時限措置である。

Q2　財政好転の見込みはあるのか？
 A2　今はない。

1年間見直しの期間を求め、「政務活動費を半減にとどめる。修正案（議員提案）

賛 成

反 対

8

10

提案理由

西原町敬老祝金条例の一部を改正する条例について

Q　将来予算が増加するが、その点についてどのように考えているか？
A　今後の財政状況を見ながら検討していく。

厳しい財政状況の中で、長寿を祝福する事業として、今後も持続可能なものとしていくた
め、支給内容を見直す為。
（トゥシビー、トーカチ5,000円。カジマヤー、満100歳10,000円）

提案理由

西原町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例について

Q　月々の支給額は減額となるが、賞与は違うと書いてある。ボーナスまで減額してはどうか？
A　議員・職員の減額の議論もあり、その中ではボーナスは触らない話になっているので、
　  それに準じている。同じ考え方で進めている。

厳しい財政状況を勘案し、平成30年度においては町長、副町長、教育長の給与を減額する
こととした為。（町長20％減、副町長、教育長10％減。）

条
例
関
係

一
般
会
計
予
算



ど
う
な
る 

西
原
町
の
財
政

ど
う
な
る 

西
原
町
の
財
政

一〇
七
億
四
千
万
円

　＝
町
の
実
質「
借
金
」＝ 

事
業
廃
止
の
新
聞
報
道
相
次
ぐ…

そ
の
真
意
は
？

 

厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
る
本
町
は
、
財
政
再
建
に
向
け
て
大
胆
な
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
中
、
教
育
・
福
祉
行
政
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
の
廃
止
が
新
聞
各
社
で
報
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
去
る
平
成
30
年
４
月
10
日
に
「
財
務

状
況
把
握
の
結
果
概
要
に
基
づ
い
た
西
原
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
」
沖
縄
総
合
事
務

局
財
務
部
理
財
課
（
課
長 

新
垣
嘉
樹
）
の
説
明
会
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
、
西
原
町
か
ら
の
「
職
員
や
議
員
な
ど
に
も
広
く
説
明
す
る
こ
と

で
、
財
政
運
営
に
役
立
て
た
い
」
と
の
要
望
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。
そ
れ
を
踏

ま
え
て
、
町
財
政
や
そ
れ
に
関
す
る
新
聞
報
道
に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
説
明
し
た
い
。

　
現
時
点
で
の
西
原
町
の
実
質
借
金
額
は
、
一
〇
七

億
四
千
万
円
で
、
西
原
町
の
人
口
を
３
万
５
千
人
と

す
る
と
、
約
30
万
６
千
８
５
７
円
／
一
人
当
た
り
と

な
る
。

　
い
わ
ゆ
る
、
債
務
高
水
準
（
借
入
過
多
）
の
状
況

で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
「
庁
舎
等
複
合
施
設

事
業
等
の
た
め
の
地
方
債
（
借
入
れ
金
）
の
増
額
や

　町
の「
借
金
返
済
」

　
理
財
課
の
説
明
で
は
、
西
原
町
の
債
務
償
還
能
力

（
家
計
に
例
え
る
と
、
ロ
ー
ン
が
給
与
の
何
ヶ
月
分

国
保
事
業
の
累
積
赤
字
拡
大
に
よ
る
有
利
子
負
債

（
銀
行
な
ど
か
ら
の
借
入
金
れ
に
対
し
て
、
金
利
を

付
け
て
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
）
の
利
息

相
当
額
の
増
額
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

 

45
年
以
上

　＝
結
果
と
課
題
＝

結
果

【
兆
候
】

　
・
い
つ
も
資
金
が
不
足
し
て
い
る
。

　
・
歳
出
に
見
合
っ
た
歳
入
が
得
ら
れ

　
　
ず
、
積
み
立
て
が
で
き
な
い
。

【
財
務
上
の
問
題
】

　
・
収
支
の
悪
化
。

　
・
積
立
金
の
減
少
。
　

課
題

【
改
善
策
】

　
・
地
方
税
等
聴
取
率
の
向
上
。

　
・
自
己
収
入
の
拡
大
。

　
・
人
員
削
減
、
民
間
委
託
化
。

　
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
活
用
。

あ
る
か
）
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
平
均
的
な

償
還
年
数
は
、
15
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
本
町
で
は
、
45
年
以
上
か
か
る
と
い
う
の
で
あ

る
。

　
本
町
の
返
済
に
充
て
る
財
源
は
、
約
２
億
３
千
万

円
／
年
で
、
気
が
遠
く
な
る
話
で
あ
る
。
た
だ
し
、

返
済
期
間
が
45
年
の
借
入
金
は
な
い
た
め
、
実
際
は

さ
ら
に
返
済
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　

カ
ル
テ
に
よ
る
診
断

沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
に
よ
る
西
原
町
の
財
政
状
況

沖
縄
総
合
事
務
局
財
務
部
に
よ
る
西
原
町
の
財
政
状
況

全会
一致

米軍MⅤ22オスプレイの部品落下事故に
関する意見書・抗議決議
米軍MⅤ22オスプレイの部品落下事故に
関する意見書・抗議決議
　去る2月9日午前9時ごろ、うるま市伊計島の大泊ビーチ近くで、米軍普天間飛行場に所属するMⅤ
22オスプレイの部品が発見された。部品は縦約70センチメートル、横約100センチメートル、重さ約
13キログラムの半円形で、ビーチの従業員によって発見された。
　部品が発見されたビーチは観光地となっており、近くには最盛期を迎えつつあるモズクの養殖場もあ
ることから一歩間違えれば漁業関係者を始め住民及び観光客を巻き込む重大な事故につながりかねず、
地元住民からは怒りと不安の声が上がっている。さらに、部品落下の事実に関して米軍からの通知がな
かったことについては、隠蔽の意図があったと疑わらざるを得ない。
　本町議会は、今回の事故を含めこの1年ほどの間にMⅤ22オスプレイ及びCH53E大型輸送ヘリコプ
ター等の墜落・不時着炎上、部品落下事故等が相次いで発生する極めて異常な事態に対して、何度も意
見書・抗議決議を可決してきた。それにもかかわらず、改善の兆しも見られないまま訓練を繰り返す県
民軽視の米軍の姿勢は断じて容認できず、在沖米海兵隊の撤退を求める声が大きくなっている。沖縄は
植民地ではない。米軍は沖縄県の要請や本町議会を始め県内議会の決議を厳重に受けとめるべきであ
る。
　これ以上、町民を基地あるが故の恐怖にさらすことがあってはならず、米軍及び日米両政府において
は、事態が一向に改善されない現状を危機感を持って受けとめ、町民の懸念の払拭に向け全力を挙げて
取り組むべきである。
　よって、本町議会は、町民の生命・財産を守る立場から、オスプレイの部品落下事故に対し厳重に抗
議するとともに、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要請する。

　東部清掃組合と南部広域行政事務組合が統廃合したため、新たに組合議会議員2名を選出することに
なりました。選挙の結果、下記の議員が指名推薦されました。

事
記
集
特

17 16

特集特集特集
Vol.Vol.1212

＊PFIとは、公共施設等の建設・維持管理・運営等を
民間の持つ経営ノウハウや資金を活用する事低コ
スト且つ良質なサービスを提供する新しい手法。

南部広域行政組合議会議員南部広域行政組合議会議員

記

平成30年3月26日

１．事故の原因及び経緯を徹底的に検証し、その結果を速やかに県民に明らかにするととも
に、具体的な事故防止策を講じること。

２．保育園・学校・病院・住宅など民間地上空の普天間飛行場の米軍機の飛行・訓練を中止す
ること。

３．直ちに普天間飛行場の運用を停止すること。
４．日米地位協定を抜本的に改定すること。特に、「日米地位協定の実施に伴う航空法の特例

に関する法律」を廃止し、日本の航空法を遵守すること。
５．在沖米海兵隊を沖縄から早期に国外・県外に移転すること。
６．日米両政府においては、米軍関係の事件・事故の改善に向け、当事者として責任を持って

対処すること。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

西原町議会

選挙管理委員・補充員選挙管理委員・補充員
　議長の指名推薦による。

選挙管理委員 嘉手苅 右和 氏　糸数 善昭 氏　仲宗根 好美 氏　瀬長 庄助 氏
補 　 充 　 員 比屋根 和光 氏　外間 正弘 氏　中谷 悟 氏　宮平 良信 氏

與儀 清 議員　大城 好弘 議員

選
挙
・
意
見
書
等
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デ
ジ
タ
ル
教
育
支
援
廃
止

　
教
育
情
報
化
支
援
事
業
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
平

成
28
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
教
育
の
情
報
化

を
推
進
す
る
事
業
は
、
既
に
小
中
学
校
に
は
存
在
し

て
い
た
が
、
一
括
交
付
金
に
よ
る
補
助
事
業
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
、
新
規
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い

た
。

　
新
聞
報
道
の
中
で
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
廃
止

で
、
電
子
黒
板
を
活
用
し
た
授
業
の
質
が
維
持
で
き

る
か
心
配
だ
。
保
護
者
に
一
切
説
明
が
な
い
の
も
残

念
だ
」
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
習
熟
度
は
、
教
員
に
よ
っ
て

差
が
あ
る
。
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
と
し
た
授
業

で
、
教
員
の
負
担
が
増
す
恐
れ
が
あ
り
、
学
習
環
境

に
も
影
響
が
で
な
い
か
心
配
だ
」
と
報
じ
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
本
町
が
行
っ
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

は
、
民
間
企
業
よ
り
派
遣
さ
れ
た
支
援
員
が
、
事
業

で
使
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
使
用
や
不
具
合
が
生
じ
た

場
合
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
支
援
員
が

授
業
を
行
う
事
は
な
い
。
財
源
が
厳
し
い
中
、
今
年

度
は
こ
れ
ま
で
民
間
委
託
し
て
い
た
支
援
員
の
役
割

を
精
通
し
た
町
職
員
で
対
応
す
る
事
で
、
予
算
軽
減

す
る
事
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
対
応
が
遅
れ
る
の

で
は
と
い
う
懸
念
も
あ
る
が
、
今
ま
で
支
援
員
は
２

名
配
置
さ
れ
、
小
中
学
校
合
わ
せ
て
約
90
教
室
の
対

　
２
０
１
８
年
度
か
ら
「
町
障
害
者
自
動
車
運
転
免

許
取
得
費
・
改
造
費
情
勢
事
業
（
助
成
費
は
一
件
に

つ
き
上
限
10
万
円
）
」
を
廃
止
し
た
。
財
政
難
で
各

事
業
の
精
査
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
、
平
成
15

年
度
ま
で
国
50
％
、
県
25
％
、
町
25
％
の
負
担
割
合

で
実
施
し
て
き
た
が
、
現
在
は
国
、
県
の
補
助
は
打

ち
切
ら
れ
て
い
る
。
利
用
状
況
は
、
平
成
12
年
度
、

14
〜
15
年
度
、
17
年
度
は
、
利
用
者
が
い
な
か
っ

た
。

　
当
局
に
よ
る
と
、
「
精
査
の
過
程
で
、
日
々
の
生

活
に
直
結
す
る
予
算
に
つ
い
て
は
、
最
優
先
で
確
保

し
、
苦
渋
の
判
断
で
は
あ
る
が
、
利
用
頻
度
等
を
鑑

み
当
該
事
業
は
廃
止
を
決
定
し
た
。
」
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
当
該
事
業
は
、
「
利
用
者
数
が
少
な
い
こ
と
」
を

理
由
と
せ
ず
、
「
日
々
の
生
活
に
直
結
す
る
こ
と
」

で
あ
る
か
ら
、
県
や
国
へ
補
助
金
の
復
活
を
訴
え
て

い
く
事
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

応
を
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
大
き
な
差
異
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　
町
は
、
同
事
業
が
機
器
等
の
整
備
や
教
員
の
活
用

力
等
、
活
用
実
績
面
に
お
け
る
目
標
に
対
し
一
定
程

度
の
成
果
が
上
が
り
、
活
用
の
見
直
し
の
時
期
に
あ

る
こ
と
。
ま
た
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
従
来
の

手
法
に
よ
る
実
施
に
つ
い
て
は
、
廃
止
す
る
事
と
し

た
。
　

　
当
局
か
ら
議
会
に
対
し
、
「
教
育
情
報
化
支
援
事

業
の
廃
止
が
、
教
育
の
情
報
化
を
推
進
し
な
い
と
い

う
結
論
で
は
な
く
、
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
等

の
教
育
情
報
化
関
連
事
業
及
び
実
施
手
法
を
通
し

て
、
現
場
に
お
け
る
情
報
機
器
等
の
整
備
と
必
要
な

支
援
等
を
行
い
、
引
き
続
き
教
育
の
情
報
化
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

障
害
者
の
運
転
助
成
廃
止

就
学
援
助
廃
止

　＝
議
会
か
ら
強
い
要
望
＝ 

　
こ
の
制
度
は
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
学
年
児
童
生
徒
の
保
護
者
及
び

特
別
支
援
学
校
（
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学

校
）
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
が
就
学
に
要
す
る
諸
経
費
を
援
助
す
る
制

度
で
あ
る
。

　
新
聞
報
道
で
は
、
「
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
達

に
対
し
て
学
用
品
購
入
費
な
ど
を
支
援
す
る
就
学
援

助
制
度
に
つ
い
て
、
西
原
町
は
対
象
世
帯
を
２
０
１

８
年
度
か
ら
町
民
税
の
非
課
税
世
帯
や
失
業
世
帯
に

狭
め
る
。
本
年
度
は
、
低
所
得
者
世
帯
を
含
め
、
約

半
数
の
５
０
０
人
程
度
が
援
助
対
象
外
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
」
と
報
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
件
を
重
く
見
た
町
議
会
は
、
去
る
３
月
定
例

会
で
、
本
会
議
や
一
般
質
問
等
で
町
当
局
を
問
い
質

し
た
。
そ
の
結
果
、
町
当
局
か
ら
「
現
行
制
度
の
支

給
の
在
り
方
に
は
問
題
も
あ
り
（
議
員
指
摘
）
、
本

当
に
手
当
て
が
必
要
な
世
帯
に
援
助
が
出
来
る
制
度

の
見
直
し
を
平
成
31
年
度
の
施
行
に
向
け
、
30
年
度

は
平
成
29
年
度
並
み
の
予
算
措
置
を
取
る
」
と
言
う

　
デ
ジ
タ
ル
教
育
支
援
事
業
も
含
め
て
、
沖
縄
振
興

特
別
推
進
交
付
金
（
以
下
、
一
括
交
付
金
）
を
活
用

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
町
議
会
で
は
、
全
会
一
致
で
平
成
30
年
度
西
原
町

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
の
付
帯
決
議
を
決
議
し
、

新
年
度
予
算
を
可
決
し
た
。

　
財
政
難
に
よ
る
就
学
援
助
制
度
に
関
す
る
予
算

は
、
確
保
さ
れ
た
が
、
「
財
源
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
」
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

　
町
の
単
独
費
分
の
約
２
千
万
円
分
の
予
算
を
ど
の

様
に
捻
出
す
る
か
が
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
　

　
対
策
と
し
て
、
「
制
度
の
見
直
し
」
が
必
要
で
あ

る
。
現
行
の
制
度
は
、
「
ど
う
し
て
あ
の
家
庭
が
就

学
援
助
の
対
象
に
？
」
と
疑
問
符
が
付
く
な
ど
、

「
基
準
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
」
と
議
会
で
も
指

摘
を
し
て
い
る
。
当
局
は
、
今
年
度
中
に
そ
れ
を
取

り
ま
と
め
る
事
と
な
る
。

学
習
支
援
員
削
減

登
校
支
援
員
廃
止

外
国
語
指
導
助
手
削
減

し
た
事
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
交
付
金
も
平
成

33
年
度
で
終
了
す
る
事
か
ら
、
そ
の
時
に
一
気
に
廃

止
に
す
る
と
影
響
が
大
き
す
ぎ
る
事
を
考
え
て
、

徐
々
に
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
も
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
今
年
度
も
対
前
年
度
か
ら
、
一
括
交
付
金
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
や
財
政
難
も
理
由
と
さ
れ

て
い
る
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
本
町
は
学
習
支
援
員
を
対
前

年
度
比
３
分
の
２
に
削
減
（
12
人
（
１
校
２
名
で
県

内
水
準
）
）
、
登
校
支
援
員
は
廃
止
（
県
内
７
市
町

村
で
実
施
）
。
ま
た
、
外
国
語
指
導
助
手
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
小
学
校
で
の
英
語

教
育
義
務
化
に
伴
い
、
人
員
を
増
や
し
た
が
（
前
年

比
３
名
増
）
中
学
校
に
お
い
て
は
、
廃
止
と
し
た
。

　
今
後
、
町
は
、
一
括
交
付
金
に
代
わ
る
補
助
金
メ

ニ
ュ
ー
を
模
索
し
な
が
ら
、
「
文
教
の
ま
ち
西
原
」

と
し
て
、
教
育
の
質
を
下
げ
る
こ
と
な
く
、
教
育
環

境
を
さ
ら
に
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

【事業の成果】
　１．実施内容
　　・普通教室への電子黒板の配置　➡　全教室に整備済み
　　・デジタル教科書の整備　　　　➡　全電子黒板等に導入済み

　２．数値的成果
　　・ICT活用事業実施率（使用しない教科も分母）
　　　　　　　　平成26年度　　　　　　平成28年度
　　　　小学校　　　31.６％　　　➡　　　　75.９％
　　　　中学校　　　35.５%　　　➡　　　　66.９%

　３．ICTを効果的に活用してわかりやすく指導ができる教員の割合
　　　　平成26年度　70.４％　　 ➡　　　平成28年度　84.８％
＊この事業そのものが無い市町村 ……………… 那覇市、名護市、うるま市、北中城村等　23市町村
＊機器整備と思われる事業がある市町村 ……… 南城市、国頭村、読谷村、北谷町

補助金活用の難しさ補助金活用の難しさ補助金活用の難しさ補助金活用の難しさ
=各自治体の苦慮=

　地方公共団体にとって、補助金は
ありがたい制度である。一方で、期
限付きの補助金（一括交付金も期限
付き）は、その期限が過ぎると事業
自体の縮小・廃止に直結する。
　全国ほとんどの自治体の財政は厳
しく、代替えの補助が無ければ、持
続困難となる。先の事業は、一括交
付金を活用した事業で、その例外で
はない事を付け加えておく。

問
わ
れ
る
、「
文
教
の
ま
ち
」

問
わ
れ
る
、「
文
教
の
ま
ち
」
一連
の
新
聞
報
道
に
つ
い
て
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初
の
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
！

初
の
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
！

　
西
原
町
議
会
（
新
川
喜
男
議
長
）
は
、
５
月
１
６
日
（
水
）
午
後
６
時
３
０
分
か
ら
、
さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル
で
、
西
原

町
議
会
初
と
な
る
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
現
議
員
に
よ
る
議
会
の
活
動
や
議
会
活
性
化
・
議

会
広
報
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
参
加
者
ら
と
の
意
見
交
換
の
場
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　
西
原
町
議
会
（
新
川
喜
男
議
長
）
は
、
５
月
１
６
日
（
水
）
午
後
６
時
３
０
分
か
ら
、
さ
わ
ふ
じ
未
来
ホ
ー
ル
で
、
西
原

町
議
会
初
と
な
る
『
議
会
報
告
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
報
告
会
で
は
、
現
議
員
に
よ
る
議
会
の
活
動
や
議
会
活
性
化
・
議

会
広
報
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
参
加
者
ら
と
の
意
見
交
換
の
場
が
も
た
れ
ま
し
た
。

西 原 町 議 会 事 務 局

議会だよりに対するご意見
ご要望はこちらへ

、

TEL:098-945-5122

3月議会の傍聴者

延べ人数

印刷／丸正印刷株式会社

人29
つ
ぶ
や
き

　
こ
い
の
ぼ
り
が
五
月
の
空
に

泳
い
で
い
る
。
　
　
　
　
　
　

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員

会
も
任
期
（
九
月
）
間
近
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
議
会
活
動
に
対
し
て
、
町
民

は
厳
し
い
評
価
を
さ
れ
る
反

面
、
議
会
の
内
部
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
当
委
員
会
で
は
、
議
会
だ
よ

り
を
通
し
て
議
会
、
議
員
の
取

り
組
み
状
況
（
情
報
等
）
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
各
委
員

一
丸
と
な
っ
て
ト
コ
ト
ン
話
し

合
い
、
又
、
議
論
を
し
、
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
分
か
り
や
す
い

紙
面
作
り
に
取
り
組
む
べ
く
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
真

新
し
い
記
事
等
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
風
通
し
の
い
い
委
員
会
で
、
一

期
目
の
ピ
カ
ピ
カ
の
委
員
の
皆

さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
さ
ん
で
し

た
、
も
う
一
息
と
、
つ
ぶ
や
き
な

が
ら
・
・
・
・
・
・
。

（ 

儀
間
　
信
子 

）

あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
　表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を募集して
います。上手い下手は関係ありません。小学生から大人まで、い
きいきとした題字と笑顔あふれる写真をお待ちしています。

議会事務局（担当：新川）

※詳細は議会ホームページをご覧ください。

【ひとこと
私は本を読むのが好き

です。
今、読んでいるのは、その
人にピッタリの不思議なこと
がおこる「ふしぎ駄菓子屋
　銭天堂」。

将来は小学校の先生に
なりたいです。

西
原
小
学
校
３
年さ

ん

あ
ら  

か
わ
　  

さ
　  

や

新 

川 

紗 

矢

】

議会だより
第76号

Mail : gikai_jimu@town.nishihara.okinawa.jp
 Tel.   945-5122  Fax.   945-5045

表紙の題字と写真を

お寄せください
表紙の題字と写真を

お寄せください

　平成30年２月８日、全国町村議長会（会長　櫻井正人）主催の第69回定期総会で、町村議会議員として27年以上在職し功労のあった
者として、儀間信子議員が表彰され、３月定例会閉会後の３月26日、議場で表彰伝達式が行われました。
　同様に、町村議会議員として11年以上の在職者に対する表彰も行われ、伊波時男議員、呉屋悟議員が、受賞しました。
　また、第17回県町村議会広報コンクールにおいて、本議会広報調査特別委員会が審査委員特別賞を受賞しました。

表　彰　関　係

県町村議長会から表彰 全国町村議長会から表彰

第17回県町村議会広報コンクール審査委員特別賞

大変ご迷惑を
おかけしました

（誤）西原町議会事務局　電話　９４５－５１２７　　  ⇒
（正） 西原町議会事務局　電話　９４５－５１２２
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【おわびと訂正】各行政区に掲示依頼して
いた『議会報告会』の周知ポスターについ
て、問い合わせ先の議会事務局の電話番号
に誤りがありました。関係者の皆様に大変
ご迷惑をおかけしましたことをお詫びいた
します。

理由）町村議会議員として議会の運営及び地域の振興発展に貢献理由）町村議会議員とし地方自治振興に寄与

理由）特集記事など読ませる工夫がされていること

新川喜男議長（左）と真栄城哲議会広報調査特別委員長（右）

儀間信子 議員

伊波時男 議員

呉屋　悟 議員


